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吉 田 イ ン ドネシア民族資料調査収集旅行 ノー トか ら

イ ン ドネシア民族資料調査

 収集旅行 ノー トか ら

吉  田  集  而*

は じめ に

 1975年10月11日 か ら12月25日 に か け て

の75日 間,イ ン ドネ シ ア各 地 にお い て 民

族 資 料 の調 査収 集 に たず さわ った。 そ の

表1 調査収集活動日程表(吉 田)

1975: 
October  11:  Osaka-Jakarta 

       16: -Bogor 
            (Cianjur and Sukabumi) 

        20:  -Jakarta 
        26: -Yogyakarta 
       31: -Dempasar 

November 4:  -Jakarta 
       6: -Padang 
       9: -Medan 
        11: -Sidulang 
       17: -Medan 
        20:  -Jakarta 
        23: -Pontianak (Sambas) 

        28:  -Jakarta 
December 1:  -Ujungpandang 

        3: -Makale 
         5: -Ujungpandang 
       8: -Ambon 
        13: -Ternate 
       15: -Manado 
        17:  -Jakarta 
       25: -Osaka

国立民族学博物館第2研 究部

旅 程 は表1に 示 した とお りで あ る。 比 較

的広 い地 域 にわ た って訪 ね歩 い た の は,

イ ン ドネ シ ァ1国 内 に さま ざ ま の民 族 が

住 み,多 様 の文 化 が み られ るか らで あ る。

 10月20日 か ら26日 に か けて の1週 間 は,

石 毛 直 道氏 と と もに ジ ャカル タに お い て,

収集 許 可 な ど の接 渉 に あた った以 外 は,

私 ひ と りの旅 行 で あ っ た。 た だ し,多 く

の 場合,教 育 文 化 省 の 出先 機 関 で あ る博

物 館課 の職 員 に 同行 して いた だ い た 。

 今 回 の 収 集 で は,と くに農 耕 用 具 お よ

び 芸 能 関 係 の 資 料 を集 め る ことに つ と め

た。 実 際 の 展 示 を考 え て の ことで あ った 。

各 地 で の収 集 活 動 の 概 要 は 次 の よ うで あ

る。

 民族 資料 の収 集 は ジ ャ ワか らは じめ た。

西 部 ジ ャワ(Cianj ur, Sukabumiな ど)

にお い て,農 耕 用 具 を 中心 に32点,ヨ ク

ヤ カル タで は ワヤ ン(影 絵 人 形),バ テ ィ

クの サ ンプ ル とそ の製 造 用 具,農 耕 用 具

な ど22点 を 収 集 した 。 バ リで はBarong

danceの 中心 に な るBarong, Rangda,

Celuluk,ま たBadeと 呼 ば れ る葬 儀 用

の塔 の模 型,そ して 農耕 用 具 な ど3Q点 を

収 集 した。 西 ス マ トラの パ ダ ンに お い て,

ミナ ンカバ ウの農 耕 用 具13点,北 ス マ ト

ラの バ タ ック族 の村 で,Sigalc-galeと

呼 ば れ る踊 る人形 や枢,農 耕 用 具,生 活

用 具 な ど58点 を 収集 した 。 このバ タ ッ ク

族 の収 集 で,収 集 費 の ほ とん ど は底 を つ

い て しま った 。 そ の た め ス マ トラ以 後 の

西 カ リマ ン タ ン,ス ラ ウ ェ シ,マ ル クで

は,実 際 の収 集 よ り も,今 後 の調 査 ・収

集 の た め の予 備 調 査 を お こな った 。 イ ン

ドネ シア に お け る収 集 点 数 は,西 カ リマ

ンタ ンの4点,ス ラ ウ ェ シの3点 を 加 え
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図1 収 集 調 査 行 路 図

て,総 計162点 で あ った 。

 今 回 の収 集 活 動 の概 要 は以 上 の よ うで

あ るが,こ の収 集 旅 行 を 通 じて,と くに

印 象 に 残 った2,3の 事 柄 に つ い て 次 に

記 して お きた い 。

博物館関係の組織と許可について

 私 の イ ン ドネ シア に お け る収 集 許 可 は,

教 育 文 化 省(Departemen Pendidikan

dan Kebudayaan,文 部 省 に相 当す る)

の 文 化局(Direktorat Jendral Kebuda-

yaan)の 局 長, Pro£ Dr.1・B・Mantra

に よ って 発給 さ れ た もので あ った 。

 博 物 館 に 関係 す るイ ン ドネ シ ア側 の組

織 は,こ のDr. Mantra氏 が 中心 的 人 物

で あ る。 教 育 文 化 大 臣(Pro£Dr. Syarif

Thayeb)の 下 に 各 局 が あ る が,そ の1

つ の 文 化 局 で あ る。 文 化 局 は2つ の部

局 を 持 ち,1つ は 博 物館 部(Direktorat

Museum)で あ り,他 は 摩 史 ・考 古 部

(Direktorat Sej arah dan Purbakala)

で あ る。博 物 館 部 の下 に各 地 の 博 物 館 が

組 織 され て い る。博 物 館 中,最 大 で か つ

中 心 的 な博 物 館 が ジ ャカル タ にあ る 中央

博 物 館(Muse曲Pusat)で あ る。

 一 方,各 地 に は教 育 文 化 省 の 直 轄 の 出

先 機 関(Kantor Wilayah Departemen

P.dan K.)が あ り,教 育 文 化 に 関 す る

各 部 門 が設 置 さ れて い る。その 中 に,博 物

館 ・歴 史 ・考 古 課(Bidang Permuseuman,

Sejanah dan Purbakala,以 下,博 物 館

課 と い う)が あ り,各 地 の 博 物 館 は この

課 と密 接 な関 係 に あ る。 多 くの場合,博

物 館課 の課 長 が 博 物 館 の館 長 を兼任 して

い る。 この博 物 館 課 は 出先 機 関の1部 門

で は あ る が,文 化 局(同 時 に,博 物 館部

お よ び 歴史 ・考 古 部)の 下 部組 織 で も あ

り,2本 の命 令 系 統 を もつ 二 重組 織 に な

って い る。

 私 は文 化 局,博 物 館 部,歴 史 ・考 古 部

の3個 所 に 収集 の 許可 を 申請 した 。 そ の

結 果,文 化 局 長Dr. Mantraは,博 物

館部 長Drs. Moh Amir Sutaargaに こ

の件 に つ いて 諮 問 し,Sutaarga氏 の了

承 の も とに,収 集 許 可 が発 給 され た 。 そ

して,そ れ と同時 に,各 地 訪 問 先 の出 先
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図2 博 物 館 関 係 の 組 織 図

機関の長に私の調査収集活動に助力を与

えること,お よび私の活動 ・収集品につ

いての報告を文化局におこなうようにと

の指示書が発送された。

 歴史 ・考古部は,収 集品の国外持出し

の許可証を発給する。そのため,あ らか

じめ収集することを報告 しておかなけれ

ばな らない。民族資料の国外持出しに際

しても,特 別の許可がないかぎり,1931

年以前の古い品々は条例により禁止され

ている。私の場合,収 集品が民族資料に

限 られていたため,こ の法にふれないか

どうかの検査は中央博物館がおこない,

いずれも持出 し禁止品でないとの証明書

を発行 してもらった。この証明書をつけ

て,歴 史 ・考古部に持出し許可の申請を

おこなった。民族資料に含まれないと考

え られるものについては,歴 史 ・考古部

が直接,検 査 し許可証を発給する。

 また,持 出 しに際しては,貿 易省の輸

出入課および税務局の輸出入課に,こ れ

らの物品が学術上のものであり,商 業上

無 価 値 の もの で あ って,無 税 の処 置 を と

って くれ る よ うに,連 絡 して お か な け れ

ば な らな い。

地方博物館の新設

 インドネシアにおいてもいろいろの博

物館がある。バティック博物館やワヤン

博物館 という特殊な博物館まである。 し

かし,一 般にいう博物館は,歴 史民族博

物館をさしている。組織上,こ の館の運

営にあたるのは,博 物館 ・歴史 ・考古課

であることか らも当然と思われる。

 ヨクヤカルタやバ リには,ジ ャカルタ

の中央博物館につ ぐほどの相当に立派な

博物館がすでにあるが,他 の地方には,

それほど多 くの博物館があるわけではな

い。

 パダンでは博物館が建築中であった。

来年(1977年)に は開館の予定である。メ

ダンでは,博 物館の建設用地を物色中で

あり,博 物館に,将 来展示されるであろ

う標本が集められていた。北スマ トラに
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は,バ タ ック族 の博 物 館 が す で に2つ も

建 て られ て い る。1つ は 古 くか らあ る シ

ア ン タール(0.Siantar)のSimelungun

族 の 博 物 館,も う1つ は,数 年 前 に新 し

くバ リー ゲ(Baligc)に 建 て られ たToba

族 の 博 物 館 で あ る。 メダ ンに は,博 物 館

は な いわ け で は な い が,州 政 府 に よ る博

物 館 はな か った の で あ る。 西 カ リマ ン タ

ンの ポ ンテ ィ アナ ック で は,博 物 館 の建

設 用 地 をす で に決 定 して お り,数 年 の 内

に建 設 され る こ と にな って い る 。 ウ ジs

ンパ ンダ ンで は,か つ て の城 塞 の 中 の建

物 の1つ を博 物 館 に転 用 し,開 館 した ば

か りで あ った。 ア ンボ ンで は,パ テ ィム

ラ大学 の体 育 館 を ゆず りうけ,博 物 館 に

模 様 が え しつ つ あ る。 そ して,現 在 の 手

狭 な 展 示 場 か ら,こ と しの(1976年)6

月 に移 転 す る予 定 に な って い る。 マ ナ ド

で は,博 物 館 建 設 の 話 が 進行 中 で あ った。

そ して そ れ と平 行 して,展 示 物 の 収 集 も

進 め られ て い た。

 私 の訪 ね た 地 方 で は 例外 な く,博 物 館

建 設 の話 を聞 か され た 。 ジ ャカ ル タで あ

った博 物 館 課 の人 々 も,博 物 館建 設 の話

を 口に して い た。 今,イ ン ドネ シア各 地

で,急 速 に博 物 館 の建 設 が 進 め られ て い

る こ とは 間違 い な い。 この 時 期 に,ど う

して 各地 方 に博 物 館 が 建 設 され な けれ ば

な らない の で あ ろ うか 。

 イ ン ドネ シア は多 民 族 国 家 で あ る。 こ

の国 を統 一 あ る もの にす るた めに は,ナ

シ ョナ リズ ムを注 入 しな け れば な らな か

った。 ス カル ノ時代 に 国 の隅 々 まで に 小

学 校 が つ く られ,イ ン ドネ シ ア語 に よ る

教 育 が お こ なわ れ た 。"わ れ ら イ ン ドネ

シア人"と い う考 え 方 は村 の隅 々 まで 浸

透 した。 しか し,そ の こ とが 同時 に各 民

族 の 文化 の崩 壊 を も促 進 した 。 ま た,物
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質 文 化 も近 代化 の波 の 中 で,大 き く変 わ

ろ うと して い る。 しか も,こ こ数 年 の イ

ンフ レに よ って,そ の速 度 は さ らに 増 し

て い る。

 地 方 の博 物 館 は0こ の崩 れ ゆ く民 族 文

化,と くに物 質 文 化 を残 そ う と企 て て い

る と思 わ れ る。 しか し,そ れ だ け では な

い 。各 地 博 物 館 は 民 族 資 料 の相 互 交 換 を

はか り,他 の地 方 の 物 質 文 化 を も展 示 し

よ う と して い る。 この こ とは,各 地 の 人

々に,い な が らに して,他 の民族 の文 化

を学 ば せ,そ の 違 い を 知 らせ ると同 時 に,

その 同 質 性 を も理 解 させ よ うと して い る

よ うで あ る。"イ ン ドネ シァ人 は一 つ"と

い う考 え 方 か ら,イ ン ドネ シ アは 多 民族

国家 で あ る こ とを了 解 さ せ ると と もに,

そ の上 で の イ ン ドネ シア 国 家 を建 設 して

ゆ こ うと して い るの で は な か ろ うか 。

 私 は,こ れ らの地 方 博 物 館 が今 後,ど

の よ うに運 営 され,ど の よ うな機 能 を は

た して ゆ くのか,興 味 深 くみ て ゆ き た い

と考 え て い る。

ミニ ・イ ン ドネ シ ア

 地 方 博物 館 の建 設 ラ ッシ ュに 対 応 して,

その 動 きは ジ ャカル タに お いて,も っ と

も顕 著 な 形 で み られ た。

 ジ ャカ ル タ に は,有 名 な 中央 博 物 館 が

あ る。 展 示 品 数,そ の質 の良 さ,展 示 面

積 の いず れ を と って も,イ ン ドネ シア 最

大 の博 物 館 で あ る 。実 際,そ の 展 示 は 各

地 の民 族 資 料 に と どま らず,古 陶 器 類,

バ リや中 部 ジ ャ ワの石 彫,さ らに 考 古 学

の標 本 を も含 み,広 い 館 内 い っぱ い に 展

示 されて い る。

 しか し,所 狭 しと展 示 され て い るの は,

この博 物 館 が 収 蔵 庫 と呼 べ るよ うな場 所

を ほ とん ど持 って い な い ことに よ る。 し
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写 真1 ミニ ・イ ン ドネ シァ

か も,博 物 館 の 隣i接地 は他 の 建 物 に よ っ

て ふ さが れ,拡 張 で き る よ うな場 所 を も

はや 持 た な い状 態 に あ る。 中 央 博 物 館 は

す で に 成 長 を終 え た博 物 館 で あ り,発 展

の余地 は も うな くな って しま った 博物 館

で あ る。 この博 物 館 に新 た な 使命 を負 わ

す こ とは で き な い ことで あ ろ う。 そ の た

め,ジ ャカル タで は新 た な 博 物 館 が要 求

され て い た。 ジ ャカル タ郊外 の ハ リム 国

際 空 港 の近 くに"ミ ニ ュア トゥー ル ・イ

ン ドネ シイ",通 称"ミ ニ ・イ ン ドネ シ

ァ"と よ ば れ る ものが 建 設 さ れ た 。 こ の

6月 に開 設 され たば か りの ミニ ・イ ン ド

ネ シア は,現 在 に お いて も建設 が続 け ら

れ て お り,完 成 まで に は な お 日時 を要 す

る こ とで あ ろ う。

 会 場 の 中央 に は 巨大 な 池 が 堀 られ,会

場 の 中 を トラク ター に 引 か れ た ミニ ・バ

ス が ゆ っ く りと走 り,頭 上 に は ス カ イ ・

リフ トが往 来 して い る さま は一 見,博 覧

会 場 や遊 園 地 の ご と くで あ る。 しか し,

ミニ ・イ ン ドネ シア の 中心 に な って い る

もの は,こ れ らの 道 具立 てで は な く,イ

ン ドネ シ アの 代 表 的 な 民族 の伝 統 的 な家

屋 群 で あ る。 アチ ェ族 の家 もあれ ば,バ

タ ック族 の 家 も,ミ ナ ンカバ ウ族 の 家 も,

中部 ジ ャワ の王 宮 や バ リの 王 宮,西 カ リ

マ ンタ ンの スル タ ンの 王 宮 もあ る。 トラ

ジ ャ族 の木 彫 りの 美 しい家 や,ブ ギ ス族

の家,あ の有 名 なダ ヤ ック族 の ロ ングハ

ウ ス もあ れ ば,ニ ュー ギ ニ ア の家 や ニ ア

ス の家 もあ る。 模 型 で は な い 。す べ て 本

物 で あ る。 現 地 に あ る家 屋 と は ま った く

同 じ材 料 が 用 い られて お り,現 地 の 大工

に よ って 建 て られ た もの で あ る。 この 極

めて 良 質 の 家 々が30軒 以 上 も一 堂 に 集 め

られ て い るさ ま は,ま さに壮 観 で あ った 。

 また,こ の 家 々は小 博 物 館 で も あ る。

そ れ ぞ れ の 民族 の生 活 用 具 や 衣装 な どの

民 族 資 料 が 展 示 されて い る。

 また,バ リの寺 院,ジ ャ ワの仏 教 寺 院

の 復 元 され た もの,モ ス ク,キ リス ト教

の教 会 の 本 物 も建 て られて い る。 ハ ンデ

ィ ・ク ラ フ トの シ ョ ッ ピング ・ビル もあ

り,大 統 領 の豪 華 な接 見 の 間,そ の 裏側

に は バ リ風 の 木彫 で飾 られ た 大舞 踏 劇 場

が あ り,民 族 芸 能 が 上 演 され て い る。

 ミニ ・イ ン ドネ シ アは,間 違 い な く世

界 有 数 の一 大 民 家 博 物 館 な の で あ る。

 ミニ ・イ ン ドネ シ アの 建設 は政 府 の み

の 力 に よ って な され た もの で は な い。 地

方 自治体23州 に よ って,中 心 的展 示 物 で
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あ る家 々 が建 設 され た 。 各 自治 体 の民 族

文 化 の シ ョウ ・ウ イ ン ドウ と して,競 っ

て建 て られ た も ので あ る。 各州 の 力 の 入

れ方 も相 当 の もので あ った ら しい。 そ の

た め,極 めて 立 派 な もの が つ く られ た 。

む しろ立 派す ぎ る き らい が な い で もな い

ほ どで あ る。

 ミニ ・イ ン ドネ シ アは,現 在 各地 で 進

め られ て い る博 物 館 新 設 の ジ ャ カル タ版,

あ るい は イ ン ドネ シア国 家 版 な ので あ ろ

う。 地 方 博物 館 を み た り,あ る い は新設

の 計 画 の 内容 を 聞 い て き た私 に は,ミ ニ

・イ ン ドネ シア の素 晴 ら しさ に驚 嘆 す る

と と もに,地 方 博物 館 の貧 弱 さ を改 めて

認 識 させ られ た 。 そ れ は 同時 に,中 央 中

心 の この 国 の あ り方 を認 識 させ られ る思

いで あ った 。

サ ゴ ヤ シ

 12月8日,私 は 熱 風 の 吹 くア ンボ ン空

港 に立 って い た 。 小 さな 空港 に は,ジ ャ

カル タに 帰 る人,テ ル ナ ー テ に 行 く人,

ニ ューギ ニ アの ビ ア クか ら帰 って きた人

な どで こ った が え して い た 。 ア ンボ ンは,

東 部 イ ン ドネ シア の 旅 行 の 中 心地 な の で

あ る。

 空港 か ら町 へ の 道 の 両 側 に サ ゴヤ シ林

が 続 く。 ア ン ボ ンは,い ろい ろの 顔 を 持

つ 島 で あ るが,そ の1つ は サ ゴヤ シの 島

とい う顔 で あ ろ う。 か つ て,こ の 島 の 住

民 は米 を食 べ て い なか った。 現 在 で も,

ア ンボ ン島で は稲 は栽 培 され て いな い。

隣 の 島 で あ る セ ラム 島 に,近 年 に な って

入 植 した ジ ャワ の人 々が 作 る米 を 移 入 し

食 べ て い る。 米 のか わ りに,か つ て はサ

ゴを ア ンボ ンの人 々 は主 た る常 食 と しで

いた 。 そ して,現 在 に お いて,な おサ ゴ

は常 食 の 一部 を に な って い る。
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 村 々 で民 族 資 料 の 予備 調査 を お こ な い

な が ら,サ ゴ につ いて の 調 査 も試 み た。

ア ンボ ン で は,サ ゴに4種 類 あ る と い

う。sagu molat, sagu ihor, sagu tuni,

sagu makanaruの4種 で あ る。 この う

ち,sagu molatの み が 葉鞘 に トゲ が な

く,植 物 体 の 大 き さ,葉 の 大 きさ,デ ン

フ。ンの収 量 な ど の点 は,sagu ihorと 変

らな い とい う(写 真2)。sagu tuniは,

sagu ihorに 比 して 葉 が 小 さ い点 が異 な

り,sagu makanaruは,植 物全 体 の大

き さが, sagu ihorやsagu tuniよ り

も さ ら に 小 さ い とい う。 ま た,sagu

makanaruは,ア ン ボ ンで は まれ な植 物

で,ほ とん ど み か け な い種 で あ る。逆 に

も っ と も 優 勢 な種 は,sagu ihorで あ

る とい う (写 真3)。 実 際 に村 人 とサ ゴ

林 を み て ま わ った が, sagu makanaru

は1本 も み つ け ら れ な か った 。sagu

写 真2 トゲ な し サ ゴ ヤ シ,Sagu molat

    (Metroxylon sa9πs Rottb)・
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写 真3 Sagu ihor(Metrox]lon RumPhii

   Var・SylveSter)

tuniやsagu molatはsagu ihorの 林 の

中 に 混 在 して い た 。

 Deinumの 記 載[DEINuM,1948:P.

609]と 照 合 し て み る と,sagu molatは

Metrox]lon sa8us Rottb., sagu tuni

はM・Rumψhii Mart., sagu ihorは

M・Rumψhii var・ 以 〃θ5'67, sagu maka-

naruは, M・Rumphti var.1・ngis-

pinumで あ る と推 定 さ れ る1)。

 私 は ア ン ボ ン で は じ め て サ ゴ ヤ シ を み

た の で は な い 。 西 カ リマ ン タ ン の 海 岸 線

で も 多 くみ て い た 。 ま た,ア ン ボ ン の 後

に 訪 ね た 北 ス ラ ウ ェ シ のKlabat山 の 西

斜 面 に あ るTatelu付 近 の 水 田 近 くで,

ま たTondano湖 周 辺 に お い て も,多 く

の サ ゴヤ シを み た。 しか し,こ れ らの サ

ゴヤ シは いず れ も トゲ な しのM.sagus

が ほ とん どあ った。 λ4.SagUSと M.

Rumψhiiの 優i勢度 は,テ ル ナ ー テ とス ラ

ウ ェ シの 間 で劇 的 に変 る。

 サ ゴ ・デ ンプ ンの 採 集 法 は,す で に い

ろい ろ記載 され て い るの で,[BURKILL,

1966;DEINuM,1948;泉;1948;HEYNE ,

1950;BARRAu,1959;THAcKER,1962]
、

それ らと比 較 しな が ら簡 単 に記 して お く。

 サ ゴ ヤ シ は,花 が 咲 くと きに幹 の デ ン

プ ンを 消 費 して しま う。その た め,花 が咲

く以 前 に採 集 され る。採 集 さ れ る ま で の

年 数 は さ ま ざ まで,9～15年[BURKILL,

1966:P・1485;THAcKER,1962:P.353],

10～20年[泉,1948:P.348]あ る い は

よ い条 件 で は10～12年,そ うで な い場 合

は15～20年,ま たBengkalisで は9年

[HEYNE,1950:pp.331-2]と い わ れ る。

私 が 聞 いた 年 数 は5年 で,そ れ以 上 で は

花 が 咲 いて しま う とい う。

 この年 数 の ば らつ きは,変 種 に よ る と

も考 え られ るが,む しろ個 々 の生 態 条 件

の 差 が ヤ シの 生 長速 度 と よ り強 く相 関 し

て い る と考 え られ る。

 ま た,ヤ シが充 分 に生 長 し,デ ンプ ン

の 含有 量 が高 ま って い る ことを判 定 す る

方 法,す な わ ち採 集 時 期 の決 定 方 法 に も

い ろい ろあ り,そ の こ と が,採 集 され る

樹 令 の ば らつ き の一 因 で あ る と考 え られ

る。泉 に よ れ ば,サ ゴヤ シに 新 しい葉 が

生 じな くな った と き[泉,1948:p・348],

1)Deinumに よれ ば,ア ンボ ンに お いて は, sagu tuni,す な わ ち, M. Rumphiiが 最 優 勢 種 と

 記 して い るが,私 の観 察 で は,sagu ihorす な わ ち, M. Rumphii var. sylvesterが 最 優 勢種 で

 あ った ・ ま た ア ンボ ンに は少 な い(セ ラムに 多 い と い う)が,sagu rotanあ るい はsagu duri

 rotanと よ ばれ るvar・longispinumが あ る とい うが,残 念 なが ら,こ の変 種 に つ いて は今 回 は見

 な か っ た。
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写真4 nani;サ ゴ原木をかきとる道具

ま た 幹 に 穴 を あ け,髄 部 の 一 部 を と り

出 して 調 べ る 方 法[泉,1948:P.351;

BuRKILL,1966:p.1485],葉 軸 の 色 が

白味 を お び る よ うに な る こ とに よ って,

あ る いは 頂 端 の葉 が短 か くな る こ とを 判

定 の基 準 と して い る [BURKILL,1966:

P.1485;DEINuM,1948:P・611]。 私 の

調 査 で は,頂 端 の 葉 に トゲ が み られ な く

な った とき に切 り倒 す とい う。

 樹 の根 本 か ら10-20 cm位 の高 さの

位 置 で切 り倒 し,幹 を2つ に切 る。 さ ら

に縦 方 向 に2つ に割 り,nani(写 真4)

とい う 「サ ゴ打 棒 」 で 打 ち 落 しか なが ら

か き と って ゆ く(写 真5)。naniに もい ろ

い ろ の タ イ プ が あ る が[泉,1948:p.

349]naniの 打 ち落す 末 端 に ブ リキ の 輪

が つ け られて い る もの もあ った。 幹 の髄

は 比較 的 も ろ い もの で,た た くだ けで 充

分 に か き と る こ とが 可能 で あ る。 一 方,

小 川 の近 くに,サ ゴ沈 澱 器 が つ く られ る。

サ ゴ ヤ シの葉 鞘 で つ く られ た 上段 の容 器

に 先 に採 集 した粉 末 を 入 れ る。 この容 器

の 舟 型 の 沈澱 器 に注 ぐ側 に コ コヤ シの葉

鞘 の 付 け根 に あ る繊 維 を と りつ け,炉 過

の役 割 を させ て い る。 これ をrunutと

い う。 現 在 で は,木 綿 の布 をつ か う こ と

が多 い。 水 を 注 ぎな が ら粉 末 を もむ よ う

に して,デ ンプ ン を しぼ り 出す(写 真6)。

繊 維 な どの 爽 雑 物 はrunutで と りのぞ

か れ る。 舟 型 の沈 澱 器(gotiと い う。 サ

ゴ ヤ シ の幹 と太 い葉鞘 の基 部 の部 分 とで

造 られ る)に デ ンプ ン と赤 味 を帯 び た し

ぼ り汁 が た ま る。 次 々に しぼ り出 さ れ る

た め,上 澄 液 は除 々に 流 れ 出 て ゆ く。 こ

の装 置 は,爽 雑 物 を と りの ぞ く機 能 と,

水 さ ら しの機 能 をか ね そな え た もの で あ

る。

 この よ うに して採 集 した デ ンプ ンは,

写 真5 足でお さえて,nani

    でサゴをつき くず し

    てゆ く。
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写 真6 サゴ ・デ ンプ ン採集

    用具 。ほとん どすべ

    て,サ ゴヤ シでつ く

    られ ている。

写真7 市場で売 られているサゴ ・デ ンプ

   ン。tumanに 入れ られてい る。

サ ゴヤ シの 葉 で つ く られたtumane)と

い うカ ゴに 入 れ られ,上 端 を しぼ りか す

のサ ゴ の繊 維 で ふ た をす る(写 真7)。

1カ ゴ5kgほ どで, 市 場 で500 Rp,

で 売 買 され て い る とい う。

サ ゴ ・デ ン プンの 食 べ 方

 サ ゴ ・デ ンプ ン(tepeng sagu)の 典 型

的 な 食 べ 方 は,papedaとIempengで

あ ろ う。

 papedaは 次 の よ うに して つ くる。

 まずtumanか らtepeng sagu(サ ゴ

・デ ンプ ン)をayak(ふ るい)の 上 に

と り出 し,そ の 下 にsempeと い う水 盆

の よ うな土 器 を お く。 水 で 洗 うよ うに し

て,水 と と もに デ ンプ ンを一 度 こす。 そ

の 上澄 液 を捨 て,水 切 りを し,改 めて 水

を ひ た ひ た よ りは 多 い 目に 入 れ る 。 そ れ

にtomi-tomiと い うCitreCS sp.(レ モ ン

の仲 間)の しぼ り汁 を 加 え る。 つ い で熱

湯 を少 しず つ 入 れ な が ら,aru-aruあ る

い はentongと よば れ る シ ャモ ジ です

ば や くか きま ぜ,半 透 明 の も ち状 の もの

を 作 り あ げ る。 これ をpapedaと い

う。

 papedaを よ そ う2又 の 棒 が あ る。

gata-gata papedaと い う。 これ はgaba・

gaba (サ ゴ の葉 軸 を 乾 燥 しfaも の)の

皮 で つ く られ る 。gata・gataを くる くる

回転 させ な が ら,papedaを ま き と り,

各 自の 皿 に も られ る(写 真8)。 皿 に は

colO-colO (酢 に,ト ウガ ラ シ,タ マ ネ ギ

の1種 の き ざ ん だ もの を入 れ たう け汁 。

普 通,焼 魚,あ る い は に た野 菜 を つ けて

食 べ るた め の つ け 汁) が 入 って お り,

指 で適 当 に切 って 食 べ る か,あ る い は

直 接 口です す り こむ。 空 に な っ た 皿 に

2)泉 に よれ ば,「 つ と」 あ るい はtomaと い う とい う[泉,1948:p.350]。
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写 真8 papedaをgata-gata

    で ま き と り,皿 に も

    られ る。

papedaを 追 加 して 食 べ て ゆ く。 と きに

は,colo-coloの か わ りに, air jai(黒

ザ トウを 湯 で とい た もの に き ざみ シ ョ ウ

ガ を加 えた もの)に つ けて 食 づ る こ と も

あ る。

 sagu lempengは 、 ま ずtumanか ら

しめ ったサ ゴを 箕(nyiru)に と り,平 に

して,para。paraと い うカ マ ドの上 に つ

く られ た棚 の 上 に お く。2～3日 す る と,

熱 と煙 で乾 燥 す る と同 時 に す っぱ さ も消

え て しま う。 これ を一 度 ふ るい(ayak)

で こ し,こ まか な さ らっ と した デ ンプ ン

にす る。porna saguと よば れ る土 器 製

の型 を うつ ぶ せ に して 火 の 中 に 入 れ,

真 赤 に な る まで 焼 く。 焼 か れ たporna

saguを と り出 し, suhujjoと い う竹 製 ・

の 道具 を用 い て,そ の型 の 中 にデ ンプ ン

を つ めて ゆ く。 そ して,そ の上 にバ ナナ

の 葉 をか ぶ せ,石 で 重 しを して20～30分

間 放 置す る。 これ は,ま さ し く石 焼 料 理

で あ る。焼 き上 った も のをlempengと

い う(写 真9)。gata-gata lempengと

よば れ る2又 の棒 で 型 か らと り出す 。

 Iempengを お茶 あ るい は 湯 につ け て

写真9 市場で売 られてい る

    lempeng
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食 べ るの が も っ と も簡 単 な食 べ 方 で あ る。

しか し,papedaと 同様 にcolo-coloあ

る いはair jaiに つ けて 食 べ る方 が 好 ま

れ る。 と くにair jaiと は よ くあ う。

 他 にbageaと 呼 ば れ る サ ゴで 作 られ

るお 菓 子 類 が あ る3)。 こ れ は,乾 燥 した

サ ゴにkenari(Canarium commune L.の

果 実)の 粉 を まぜ,水 で ね り,サ トウ,

シオ を 加 え て焼 い た もの で あ る。 ま た,

buburneと よば れ る小 さな 固 い ダ ンゴ

状 の もの が つ く られ る4)。 これ は,ア ン

ボ ンで は コ コ ヤ シの胚 乳,サ トウヤ シか

らつ く られ た 黒ザ トウ,パ ンダ ナ ス の葉,

シナ モ ン,ニ ク ズ ク を入 れ た 湯 に とき,

少 し固 くな った と こ ろを 飲 む もので あ る。

 私 は,1965年 の夏,村 に住 み込 んで の

調 査 と い う もの を奄 美 大 島 で は じめて 経

験 した 。 そ の と きに み た,ソ テ ツの 幹 か

らと られ た と い うデ ンプ ンの塊 を あ りあ

りと思 い 出 し て い た。 ヤ シの 幹 か らデ

ンプ ンが 採 集 され る もの は サ ゴ ヤ シ の

み で は な い 。 サ トウヤ シ やEugei∬ona

[HEYNE,1950:pp.338-9], Borassus,

Caryota, Corypha, Phoenixな ど[DEINUM,

1948:p.607]の ヤ シ科 植 物 の 幹 か ら も

デ ンプ ンが採 集 され て い た こ とが 知 られ

て い る。 しか し,こ れ らの ほ とん ど は,

現 在 で は常 食 と して の 重 要 性 を う しな っ

て しま った食 用 植 物 群 の1つ で あ る。

 私 は,papedaの 奇 妙 な味 を思 い 出 し

なが ら,か つ て は 重 要 な食 用 植 物 で あ っ

た で あ ろ う,こ れ らの ヤ シ あ る いは ソテ

ッ類を水さらし技法 という観点か ら追っ

てみてはどうだろうか と考えはじめてい

た。

ミナハサの始祖伝説

 15人 乗 りの あぶ なつ か しい,小 さな 飛

行 機 に の って,テ ル ナ ー テか らマ ナ ドに

つ い た。 こ こは ミナハ サ の地 で あ る。

 ミナ ハサ 族 は,ス ラ ウ ェ シ島 の北 東 端

に住 む人 々 で あ る。 か つ て, 彼 等 は

Malesungと い った 。 そ して 各地 に小 集

団 で別 れて 住 ん で い た 。 しか し,隣 接 す

るBolaang-Mongondou族 との 戦 争 の

際 にtonaas(to:人, taas:幹,指 導 者 の

意)の も とに 団結 して 戦 った とい う。 そ

の とき,み ず か ら の 集 団 をMinahasa

と い った 。``mina esa"は1つ に な るの

意 で あ る。

 この話 を私 に して くれ たマ ナ ドの若 い

郷 土史 家 は,も っ と愉 しい話 を私 に 語 っ

て くれ た。 そ れ は,ミ ナ ハ サ の 人 々が 何

故,他 の イ ン ドネ シア人 と違 って 肌 が 白

い か とい う話 で あ った 。

 むか しむ か し,岸 に う ちよ せ る波 の あ

ぶ くか ら,一 人 の 白 い婦 人 が 生 ま れ た 。

名前 をSiluminuut5)と い う。 彼 女 は ひ

と りぼ っちだ った 。淋 しか った。そ こで 神

に祈 った,子 供 を 授 けて ほ しい と。 す る

と,彼 女 は み こ も り,や が て一 人 の 男 の

子 を生 ん だ 。 名 をToarと い う。 Toar

はや が て 大 き くな った 。 彼 女 は さ ら に

子 供 を ふ や した い と神 に 祈 っ た 。 神 は

3)De三mum・ に よれ ば[DE1NuM,1948:P.605],そ の 型 に よ って, bagea boender, bagea pand・

 jang・bagea soeliな ど と呼 ば れ る種 類 が あ り,ま た竹 筒 に入 れ て 焼 いたtoetoep polaと よ ばれ 
る ものが あ る。 泉 に よれ ば[泉,1948:P.351-2],二s 一ギ ニ ア で は濡 れ サ ゴを 棒 状 に バ ナ ナ

 の葉 で 干 巻 の よ う に巻 き,と ろ 火 で煙 焼 した もの(amatei, jamoemo)が あ る とい う。
4) サ ゴ ・パ ール と よば れ る もの と同 じで あ る[DEINuM,1948:P.606]。 ヨー ロ ッパ で 糊材 と し

 て用 い られ て い た もの で あ る。

5) Dixonで はLumimu-utと な って い る[Dixon,1964:P.157]。
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Karemaと い う半 神 人 の女 性 を つ か わ し

た 。Karemaは1本 のtuis(Ananas co-

mosus Merr.)の 枝 を と り,同 じ長 さ に

切 り分 け,そ の枝 の先 の 方 をToarに 渡

し,枝 の下 の方 をSiluminuutに 渡 しな

が らい った 。「Toarはkuntung iwailan

(神 の 山 の意)を 右 か らま わ り,Silumi-

nuutは 左 か らまわ り,2人 が 出合 った

と き,も しそ の枝 の長 さが 異 な って い た

ら結 ば れ よ 」 と。2人 は 左 右 に 別 れ,

Toarは 右 へ, Siluminuutは 左 か ら

kuntung iwailanを ま わ った 。 そ して2

人 が 出合 った と き,そ の枝 の長 さ は同 じ

で はな か った 。枝 か ら芽 が吹 き 出 し,長

くな って い た 。2人 は結 ば れ た。 そ して,

この2人 か ら,現 在 の ミナハ サ の人 々が

生 れ た。

 この始 祖 伝 説 は,日 本 神話 との 関連 の

も とで た び た び 引 用 され る有 名 な神 話 で

あ る。 石 田が,南 太 平 洋一 円 に広 が る母

子 相 姦 の 始 祖 伝説 と して タ ナバ 型 となづ

け て と りあ げ て い る 神 話 の1つ で あ る

[石 田,1971]。 ま た 小 野 明子 が,御 柱 め

ぐ りの神 話 と して 引 用 さ れ て い る 神話 の

1つ で もあ る[小 野,1974]。 そ して,そ

の 引用 の も とは,DixonのThe Mytho-

10gクof All Races Vol.9か らで あ る

[DIXON,1964]。 Dixonの ミナ ハ サ の始

祖 伝 説 と私 の き いた もの とで は 若 干 の違

い が あ る。 た とえ ば,Siluminuutの 誕

生 は,岩 が鶴 を 生 ん だ 後0汗 を か き,そ

の 汗 か ら生 れた こと にな って い る。 ま た,

私 の きい た 神話 に は世 界 創 造 の 部分 が欠

落 して い る し,懐 妊 も西 風 に あ た らず,

神 に祈 る こ とに よ って 起 る。Siluminuut
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と同 じ丈 の杖 を 彼 女 が 息 子 に 渡す 点 も異

な る。 そ して 神 の 山 を 廻 るか わ りに世 界

を廻 る と い うの も少 し違 うよ うで あ る。

しか し,杖 あ るい は 枝 が 成 長 す る点,左

右 に分 か れ て,何 か を まわ る点,そ して,

母 子相 姦 に よ る子 孫 の形 成 な ど の基 本 的

な 点 は よ く類 似 して い る。 私 の きい た神

話 は,ミ ナハ サ の始 祖 伝 説 の 異伝 な の で

あ ろ う。

 相異 な る点 で,も っ と も 重 要 な の は

Siluminuutの 誕生 の項 で あ ろ う6)。 Di-

xonの 神話 で は,ミ ナハ サ 族 の 人 々が な

ぜ 肌 が 白 い の か を説 明 して いな い 。 ま た,

波 の あ ぶ くか らの誕 生 は,よ りい っそ う,

流 着 した こ とを 明確 に想 像 させ る。 そ し

て,こ の項 に よ って,こ の神 話 が,洪 水

伝 説,母 子相 姦 と連 な る タ ナバ 型 の 伝 説

に含 まれ る こ とは 明瞭 で あ る。

 私 は 彼 か ら この話 を 聞か され た と き,

石 田氏 の説 を知 らな か った 。神 話 な ど に

つ い ぞ 興 味 な ど もた な か っ たか らで あ る。

しか し,タ ナバ の伝 説 や,伊 邪 那 岐 命 ・

伊 邪 那 美 命 の 話 は 知 って い た。 彼 に こ の

2つ の話 を か い つ ま ん で話 した。 聞 き終

った あ と,彼 は眼 を 輝 か しな が らい った

もの で あ る。 「私 達 の祖 先 は,日 本 人 に

ちが い ない 」 と。

 私 は彼 に,今 度 あ っ,たと き,タ ナバ 型

の神 話 の い ろい ろを ぜ ひ彼 に話 した い と

思 って い る。

お わ り に

 こ こ数 年 来,イ ン ドネ シア の物 価 の 高

騰 は す さ ま じい もの で あ る。 ジ ャカル タ

の物 価 は つ い に東 京 の そ れ に 匹敵 す る ま

6)小 野は,「海洋 の大岩か ら生れた女神ル ミム トゥは……」 としているが,こ れ は誤訳でないか

 と思 う。Dixonの この項 を読み くらべると,石 田の訳が適切である と思 う。
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で に な って しま った。 資 料 の購 入 計画 も

この 物 価 の 前 に,旅 行 途 中で 資 金 不 足 と

い う形 で変 更 を よ ぎ な くされ た 。 スマ ト

ラ以 後 で は,眼 の前 にす ば ら しい 資 料 が

あ るに もか か わ らず,買 う こ とが で きな

か った。 ま た,い ろ い ろ手配 を して お い

て 下 さ った 方 々 に御 迷 惑 をか けて しま っ

た 。私 は い つか,そ れ らも 当博 物 館 に収

蔵 さ れ る で あ ろ う こ とを願 って い る。 し

か も,急 い で収 集 さ れ な けれ ば な らな い

よ うに私 に は思 えた 。 イ ン ドネ シア の変

化 は い よ い よ早 ま って き た感 じで あ る。

 75日 間 の短 い旅 で あ った 。短 期 間 で あ

る が ゆ え に,む しろ多 くの 方 々 に お世 話

に な った。 名を 記 して,感 謝 の意 を表 し

た い。

 博 物 館 部 長,Drs. Moh Amir Su-

taarga氏 に は 公 私 に わ た って,さ ま

ざ ま の 御 助 力 を い た だ い た。 ま た,

JakartaのMuscum Pusatの 館 長, Drs.

Bambang Soemadio,を は じめ職 員 の

Drs. Hamzuri, Drs. Suwati Kartiuri,

Yogyakarta の 博 物 館課 長 Rahmadi

Prajasudira氏, Baliの 博 物 館長, Drs.

IMade Sutaba,職 員 の I Wayan

Widia氏, I Gusti Bagus Arthanegara

氏,IMade Seraya氏, Medanの 博

物 館 課 長Drs. E. K. Siahaan,職 員 の

Drs・S・D・Napitupulu, Pontianak の

博 物 館 課 長Ja Achmad,西 カ リマ ンタ

ン政 庁 のDrs・Muaji Harun, Ujung-

pandangの 博 物 館 課 長, M, Nur

Rasuly氏, MakaleのL. T. Saranga

氏,Ambonの 博物 館課 課 長 代 理, D.

Tutupoho氏, TernateのSj. Umasa-

nga(lj i氏, Manadoの 博 物 館 課 長, Drs.

J.P・Tooyな ど,各 地 博 物 館課 の方 々

に い ろ い ろ お世 話 に な った 。

 さ ら に 西 部 ジ ャ ワ の 収 集 に 際 し て は,

L・B・N・ の 所 長,Dr. Setiyati Sastra-

peraja, Herbarium Bogorienseのkee・

per, Dr. Mien Rifai,お よ び 職 員 の

Harry氏,に お 世 話 に な った 。

 ま た,ジ ャ カ ル タ 日本 大 使 館 の 石 田 実

氏,柳 井 俊 二 氏,YogyakartaのIbu Dr.

Sarjitoさ ん, MalinoのRepPe璃,

Sidulang村 の 方 々 な ど,多 く の 方 々 に

お 世 話 に な っ た 。

 最 後 に,収 集 許 可 を 下 さ っ たPro£

Dr.1. B. Mantraに 深 謝 す る 。
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